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法然上人像板木（鎌倉時代）県重文刺繍阿弥陀名号掛幅（鎌倉時代）重文

冬の収蔵資料品展Ⅰ 相馬・阿弥陀寺の宝物
●会期　平成15年12月16日（火）～平成16年1月25日（日）

収
蔵
資
料
品
展
関
連
行
事
の
お
知
ら
せ

○
収
蔵
資
料
品
展
展
示
解
説
会

「
相
馬
・
阿
弥
陀
寺
の
宝
物
」

講
師

当
館
学
芸
課
長
　
若
林
　
繁

日
時

一
二
月
二
一
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜
三
時

■
収
蔵
資
料
品
展
《
相
馬
・
阿
弥
陀
寺
の
宝
物
》
は
平
成
一
五
年
一
二
月
一
六
日
（
火
）
か
ら
平
成
一
六
年
一
月
二
五
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
観
覧
料
　
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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冬の収蔵資料品展Ⅱ 「明日」を見ていた昭和の記憶
―ぼくのお父さんが子供だった頃―

●会期　平成16年2月7日（土）～3月21日（日）

収
蔵
資
料
品
展
関
連
行
事
の
お
知
ら
せ

○
歴
史
講
座

「
昭
和
の
あ
そ
び
・
く
ら
し
」（
実
技
）
要
申
込

講
師

当
館
学
芸
員
　
南
雲
　
修

日
時

三
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜
三
時

■
収
蔵
資
料
品
展
《
「
明
日
」
を
見
て
い
た
昭
和
の
記
憶
》
は
平
成
一
六
年
二
月
七
日
（
土
）
か
ら
三
月
二
一
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
観
覧
料
　
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

カタカタと縁側で（昭和30年代）

暮らしの品々



企
画
展
記
念
講
演
会

「
笑
い
の
人
類
学
と
民
族
学
」

秋
の
企
画
展
「
笑
い
の
想
像
力
―
笑
わ
せ
る
ヒ
ト
と
笑
う
モ
ノ

の
博
物
誌
―
」
を
記
念
し
、
一
〇
月
一
二
日
に
東
京
大
学
東
洋
文

化
研
究
所
教
授
の
松
井
健
先
生
を
講
師
に
招
き
、
講
演
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

笑
い
を
展
示
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
こ
と
で
す
。
人
類
学
・
民

族
学
で
考
え
る
こ
と
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
企
画
展
「
笑
い
の

想
像
力
」
は
、
笑
い
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
企
画
展
と
い
え
ま
す
。

笑
い
は
、
人
間
の
生
活
で
は
非
常
に
大
切
で
あ
り
、
研
究
蓄
積
の

な
い
テ
ー
マ
で
す
。
笑
い
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

笑
い
の
起
源
を
、
恩
師
の
伊
谷
純
一
郎
先
生
の
「
野
生
の
ニ
ホ

ン
ザ
ル
の
音
声
伝
達
」
か
ら
、
サ
ル
か
ら
人
間
へ
の
進
化
と
照
合

し
て
、
笑
い
の
進
化
に
つ
い
て
み
ま
す
。
サ
ル
に
と
り
人
間
の
よ

う
な
笑
い
顔
は
、
威
嚇
的
・
防
衛
的
な
行
動
で
、
泣
き
っ
面
の
よ

う
な
表
情
が
笑
い
で
す
。次
に
人
間
の
笑
い
に
つ
い
て
考
え
る
と
、

笑
い
は
複
雑
な
現
象
、
二
重
性
、
生
理
的
な
も
の
、
作
為
的
・
協

調
的
な
二
つ
の
側
面
を
持

っ
て
い
ま
す
。
ベ
ル
ク
ソ

ン
の
『
笑
い
―
お
か
し
さ

の
意
味
に
つ
い
て
の
試
論

―
』
は
、
笑
い
が
ど
の
よ

う
に
し
て
起
こ
る
の
か
、

丁
寧
に
解
説
し
た
も
の
で

す
。
身
体
と
精
神
、
連
続
と
非
連
続
的
、
物
質
と
精
神
、
自
然
界

と
人
間
界
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
が
一
瞬
に
し
て
失
っ
た
と
き
、

笑
い
が
生
ま
れ
る
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
笑
い
の
起
源
で
す
。
ま

た
笑
い
は
、
仲
間
意
識
に
基
づ
い
て
生
ま
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
笑

う
、
笑
い
あ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

松
井
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
人
間
の
笑
い
の
起
源
を
、
サ
ル
の
音

声
伝
達
と
比
較
し
つ
つ
述
べ
、
次
に
笑
い
が
各
民
族
に
よ
り
違
う

こ
と
を
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
笑
い
の

始
源
と
し
て
の
文
化
化
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
本
企
画
展
「
笑
い

の
想
像
力
」の
原
点
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
展
記
念
公
演

「
笑
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＆
ト
ー
ク
」

秋
の
企
画
展
「
笑
い
の
想
像
力
―
笑
わ
せ
る
ヒ
ト
と
笑
う
モ
ノ

の
博
物
誌
―
」
を
記
念
し
、
一
一
月
二
日
に
里
見
の
ぞ
み
さ
ん
に

よ
る
「
マ
イ
ム
」
と
、
安
達
郡
白

沢
村
八
田
内
七
福
神
保
存
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
白
沢
村
八
田
内
七

福
神
踊
り
（
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
）」

の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
い

で
、「
笑
い
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
民
俗
芸
能

―
」
と
題
し
、
福
島
大
学
経
済
学

部
教
授
で
あ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

・
フ
ェ
ス
タ
主
宰
の
星
野
共
さ
ん

と
赤
坂
憲
雄
館
長
に
よ
る
対
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
左
記
の
通
り
で
す
。

一
一
月
二
日
は
秋
晴
れ
と

な
り
、
博
物
館
玄
関
前
の
広

場
で
、
里
見
の
ぞ
み
さ
ん
に

よ
る
「
マ
イ
ム
」
が
午
後
一

時
半
よ
り
、
多
く
の
観
衆
を

前
に
し
て
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

里
見
さ
ん
の
全
身
を
使
っ
て

の
道
化
的
な
マ
イ
ム
に
、
観

衆
は
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
音
声
が
一
切

な
く
、
身
体
の
動
き
の
み
で
人
を
笑
わ
せ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
「
笑

わ
せ
る
ヒ
ト
」
で
あ
り
、
観
衆
は
「
笑
わ
さ
れ
た
ヒ
ト
」
で
し
た
。

次
い
で
企
画
展
示
室
で
、
八
田
内
七
福
神
保
存
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
七
福
神
踊
り
（
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
）」
が
、「
岡
崎
」
と
呼

ば
れ
る
道
化
の
二
人
に
よ
り
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
岡
崎
二
人
に
よ

る
稲
作
・
養
蚕
の
豊
作
を
祝
う
踊
り
が
滑
稽
に
舞
わ
れ
、
観
衆
を

笑
い
の
世
界
に
取
り
込
み
ま
し
た
。

引
き
続
き
講
堂
で
、
星
野
共
さ
ん
と
赤
坂
館
長
に
よ
る
対
談

「
笑
い
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
民
俗
芸
能
―
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
星
野
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
笑
い
に
つ

い
て
口
火
を
切
っ
て
い
た
だ
き
、
赤
坂
館
長
の
民
俗
芸
能
と
笑
い

に
つ
い
て
の
対
談
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
流
調
な
掛
け
合
い
が
進

み
、
笑
わ
せ
る
ヒ
ト
の
立
場
か
ら

里
見
さ
ん
、
七
福
神
保
存
会
の
皆

さ
ん
を
交
え
な
が
ら
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
対

談
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
対
談
者

の
お
二
人
、
笑
わ
せ
る
ヒ
ト
の
立

場
、
そ
し
て
聴
講
者
を
取
り
込
ん

だ
笑
い
の
渦
に
は
、
ま
さ
に
「
笑

い
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
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講
演
要
旨
企
画
展
記
念
講
演
会
・
企
画
展
記
念
公
演

「
笑
い
の
人
類
学
と
民
族
学
」

講
　
師
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

松
井
　
　
健
さ
ん

「
笑
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＆
ト
ー
ク
」

マ
　
イ
　
ム
　
　
　
　

演
　
者
　
里
見
の
ぞ
み
さ
ん

白
沢
村
の
八
田
内
の
七
福
神
踊
り

演
　
者
　
八
田
内
七
福
神
保
存
会
の
皆
さ
ん

対
談
「
笑
い
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」

対
談
者
　
星
野
　
　
共
さ
ん
・
赤
坂
　
憲
雄
館
長

平
成
一
五
年
一
〇
月
一
二
日
（
日
）

平
成
一
五
年
一
一
月
二
日
（
日
）

講演する松井健教授

マイムを演じる里見のぞみさん

「七福神踊り（ひょっとこ踊り）」を演
じる「八田内七福神保存会」の皆さん対談する星野共さん（右）と赤坂館長（左）
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猪
苗
代
湖
西
岸
に
位
置
す
る
会
津
若
松
市
笹
山
原
遺
跡
群
は
県

内
を
代
表
す
る
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
密
集
す
る
地
域
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
、
笹
山
原
Ａ
遺
跡
、
№
8
遺
跡
、

№
7
遺
跡
、
№
10
遺
跡
、
№
12
遺
跡
な
ど
で
資
料
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
に
旧
石
器
時
代
の
石
器
群
は
一
定
の
範
囲
に
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
、
こ
れ
ら
は
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
と
呼
ば
れ
、
研
究
の

単
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
笹
山
原
遺
跡
の
石
器
群
の
ま
と
ま
り
の

内
容
を
み
る
と
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
ず
、
石
器
製
作
技
術
を
み
る
と
縦
長
の
剥
片
（
石
刃
）
を
連

続
し
て
剥
離
す
る
石
刃
技
法
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
剥
が
さ
れ
た
石

刃
を
材
料
と
し
て
基
部
に
刃
潰
し
（
ブ
ラ
ン
テ
イ
ン
グ
）
を
加
え

た
ナ
イ
フ
形
石
器
が
特
徴
的
に
み
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
小
形
の
剥

片
の
一
端
に
刃
潰
し
を
施
す
さ
ま
ざ
ま
な
台
形
様
石
器
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
石
斧
の
出
土
例
も
多
く
、
部
分
的
に
磨
か
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

笹
山
原
遺
跡
群
で
は
今
か
ら
約
二
四
、
〇
〇
〇
年
前
に
鹿
児
島

県
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
爆
発
で
降
り
積
も
っ
た
姶
良
火
山
灰（
Ａ
Ｔ
）

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
石
器
群
は
Ａ
Ｔ
の
下
位
か
ら
検

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
後
期
旧
石
器
時
代
前
半
期

に
残
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
笹

山
原
遺
跡
群
で
は
こ
れ
ら
に
続
く
後
期
旧
石
器
時
代
後
半
期
の
石

器
群
が
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ふ
た
た
び
人
間
活
動

が
活
発
と
な
る
の
は
旧
石
器
時
代
終
末
期
の
細
石
刃
を
主
体
と
す

る
時
期
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
以
前
か

ら
細
石
刃
関
連
の
遺
物
と
し
て
小
石
ケ
浜
遺
跡
の
石
器
群
が
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
№
27
遺
跡
で
細
石
刃
、
細
石
刃
核
な
ど

豊
富
な
資
料
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

用
い
ら
れ
る
石
材
に
は
大
き
く
2
種
類
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
質
の
良
い
頁
岩
で
会
津
周
辺
に
は
良
好
な
原
産
地
の
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
は
白
味
を
帯
び
た
凝
灰
質
頁
岩
と
よ
ば

れ
る
地
元
の
石
材
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。
頁
岩
を
用
い
る
石

器
に
は
ナ
イ
フ
形
石
器
や
石
刃
な
ど
製
品
が
多
い
の
に
対
し
て
、

凝
灰
質
頁
岩
の
も
の
に
は
石
核
や
剥
片
が
多
く
、
接
合
関
係
が
多

く
認
め
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
頁
岩
は
お
そ
ら
く
山

形
方
面
な
ど
か
ら
搬
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
良

質
な
石
材
が
不
足
す
る
と
地
元
の
凝
灰
質
頁
岩
を
使
用
し
た
も
の

と
も
想
定
で
き
ま
す
。

さ
て
、
笹
山
原
遺
跡
群
で
旧
石
器
時
代
の
人
々
が
生
活
し
て
い

た
時
代
の
環
境
を
考
え
て
み
ま
す
。
一
般
に
旧
石
器
時
代
は
氷
河

時
代
と
呼
ば
れ
る
時
期
に
相
当
し
、
旧
石
器
時
代
の
人
々
は
相
対

的
に
現
在
よ
り
も
寒
冷
な
厳
し
い
環
境
を
生
き
抜
い
て
き
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
は
寒
い
時
期
（
氷
期
）
と
暖
か
い
時

期
（
間
氷
期
）
が
繰
り
返
し
た
時
代
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
笹
山
原

で
旧
石
器
時
代
人
が
生
活
を
始
め
た
時
期
は
最
後
の
寒
い
時
期

（
ウ
ル
ム
氷
期
）
に
あ
た
り
ま
す
。
約
二
〇
、
〇
〇
〇
年
前
の
最

も
寒
い
時
期
に
は
年
平
均
気
温
が
今
よ
り
も
5
度
〜
7
度
低
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
会
津
若
松
市
の
気
温
は
現
在
の
北
海
道

東
北
部
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
気
温
が
低
く

な
る
と
極
地
や
高

地
に
水
分
が
氷
と

な
っ
て
残
り
、
海

に
戻
ら
な
い
た
め

海
水
面
が
低
下
し

ま
す
。
最
も
寒
い

時
期
に
は
海
水
面

は
100
〜
140
�
も
下

が
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
日
本
海

側
の
降
雪
量
と
大

き
な
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
海
水
面

が
低
下
し
、
朝
鮮
海

峡
が
狭
く
な
る
と
対

馬
海
流
が
日
本
海
に

流
入
し
な
く
な
り
、

現
在
よ
り
も
日
本
海

が
冷
え
て
季
節
風
に

水
分
が
供
給
さ
れ
に

く
く
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
原
因
か
ら

氷
期
の
降
雪
量
は
現

在
の
半
分
以
下
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

れ
で
は
旧
石
器

時
代
人
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
遺

跡
を
発
掘
し
て
も
石
器
が
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
る
だ
け
で
、
住

居
や
墓
な
ど
の
構
築
物
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
生
活
の
具
体
像
に
迫
る
に
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま

す
が
、
現
在
、
石
器
の
消
費
と
い
う
観
点
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
遺
跡
内
で
母
岩
（
一
個
の
石

器
を
製
作
す
る
た
め
の
石
）の
す
べ
て
が
使
い
切
ら
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
消
費
量
は
約
4
分
の
1
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
一
つ
の
石
の
4
分
の
1
を
消
費
し
た
後
に
、
別
の
場
所
に
移

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
こ
と
は
か
な
り
頻
繁

に
移
動
す
る
生
活
を
示
唆
し
て
お
り
、
移
動
す
る
大
形
の
動
物
群

（
ナ
ウ
マ
ン
象
や
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
な
ど
）
を
追
っ
て
移
動
生
活
を

送
る
ハ
ン
タ
ー
の
姿
が
浮
か
び
あ
が
り
ま
す
。

笹
山
原
遺
跡
群
で
遺
跡
が
密
集
す
る
こ
と
と
動
物
の
移
動
ル
ー

ト
に
は
大
き
な
関
わ
り
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
猪

苗
代
湖
の
水
や
食
料
資
源
と
の
関
わ
り
に
も
興
味
が
引
か
れ
ま

す
。
猪
苗
代
湖
周
辺
で
は
氷
期
の
環
境
が
比
較
的
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
笹
山
原
遺
跡
群
の
石
器
群

の
研
究
と
環
境
適
応
の
実
態
を
総
合
的
に
考
察
で
き
る
地
域
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

研
究
ノ
ー
ト

笹
山
原
遺
跡
群
―
旧
石
器
時
代
の
生
活
痕
跡

藤
原
妃
敏
　
考
古
担
当

笹山原№８遺跡出土土器（後期旧石器時代前半）

笹山原№27遺跡採集土器（後期旧石器時代終末期）
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第
二
は
、
こ
れ
ら
の
三
人
遣
い
の
人
形
が
、
い
ず
れ
も
茨
城
県

の
水
戸
に
あ
っ
た
大
薩
摩
座
と
い
う
操
り
人
形
芝
居
の
一
座
と
関

係
す
る
伝
承
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
現
在
最
も
名
が
知
れ
た

「
文
楽
」
は
、
単
に
大
阪
で
残
っ
た
一
座
の
名
が
、
上
演
し
て
い

た
人
形
芝
居
を
代
表
す
る
名
に
な
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
わ
け

で
、
大
薩
摩
座
の
方
が
古
い
と
も
い
え
る
の
で
す
。

次
に
一
人
遣
い
の
人
形
に
つ
い
て
で
す
。
喜
多
方
市
岩
月
町
入

田
付
の
「
ふ
く
さ
人
形
」、
西
会
津
町
宝
坂
字
屋
敷
の
「
人
形
芝

居
」、
田
島
町
針
生
の
「
で
こ
芝
居
」、
只
見
町
寄
岩
の
「
で
こ
ま

わ
し
」
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
会
津
地
域
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、「
ふ
く
さ
人
形
」
は
上
演
の
記
録
や
記
憶
が
な

く
、
明
治
以
降
に
人
形
や
道
具
が
伝
来
し
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
会
津
坂
下
町
に
お
住
ま
い
の

お
年
寄
り
が
、「
近
所
の
木
賃
宿
の
お
じ
い
さ
ん
が
人
形
を
も
っ

て
動
か
し
て
く
れ
た
」、
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
一
座
、
も
し
く
は
人
形
道
具
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ：

文
楽
に
似
て
い
る
「
上
行
合
人
形
」
に
つ
い
て
お
し
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ：

こ
の
人
形
は
福
島
県
指
定
の
有
形
民
俗
文
化
財
で
、
一
体
を

除
い
て
現
在
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
郡
山
市
田
村

町
上
行
合
の
佐
藤
俊
輔
さ
ん
宅
に
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
か

ら
八
〇
年
以
上
前
の
大
正
の
は
じ
め
こ
ろ
ま
で
上
演
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
な
が
ら
く
途
絶
え
、
現
在
で
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
伝
承

し
か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
人
形
に
つ
い
て
は
「
水
戸
の
太

Ｑ：
檜
枝
岐
歌
舞
伎
な
ど
地
芝
居
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、

福
島
県
内
に
は
人
形
芝
居
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ：

は
い
、
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
人
形
芝
居
が

上
演
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

Ｑ：

ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ：

福
島
県
内
の
人
形
芝
居
の
特
徴
と
し
て
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の

が
、
三
人
遣
い
の
北
限
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
人
遣
い

の
人
形
と
は
、
現
在
皆
さ
ん
が
よ
く
知
っ
て
い
る
文
楽
の
人
形
芝

居
の
よ
う
に
、一
体
の
人
形
を
三
人
で
動
か
す
方
法
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
も
、
郡
山
市
田
村
町
の
「
上
行
合
人
形
」、
郡
山
市
日
和
田

の
「
高
倉
人
形
」、
須
賀
川
市
仁
井
田
の
「
関
下
人
形
」、
安
達
町

米
沢
の
「
川
原
田
人
形
」、
と
い
う
よ
う
に
限
定
さ
れ
た
地
域
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
人
遣
い
の
人
形
は
少
人
数
で
上
演
が
で
き
る
と
い
う
特
性
を

も
っ
て
い
ま
す
。
上
に
あ
げ
た
人
形
芝
居
の
う
ち
、
西
会
津
町
屋

敷
の
人
形
芝
居
は
秋
田
の
猿
倉
人
形
芝
居
を
習
っ
た
と
い
う
こ
と

福
島
の
人
形
芝
居

回
答
者

民
俗
担
当

榎
　
陽
介

田
の
縫
左
衛
門
と
い
う
名
人
が
上
行
合
の
人
々
に
伝
授
し
た
」
と

伝
え
ら
れ
、
茨
城
県
水
戸
市
に
あ
っ
た
大
薩
摩
座
、
座
元
縫
殿
左

衛
門
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
安

政
四
年
（
一
八
五
七
）
銘
の
墨
書
が
あ
る
、
衣
装
を
挟
む
板
の
存

在
な
ど
か
ら
、
江
戸
時
代
終
わ
り
に
は
確
実
に
上
演
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
毎
年
旧
暦
の
七
月
七
日
が
虫
干
し
の
日
と

決
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
日
に
広
げ
た
人
形
や
衣
装
を
見
に
、
多
く

の
人
が
訪
れ
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
は
共

有
の
竹
を
売
っ
た
お
金
で
、
朝
ま
で
酒
を
飲
ん
だ
の
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
一
方
、
女
性
は
浄
瑠
璃
を
熱
心
に
稽
古
し
た
の
だ
そ
う

で
す
。
こ
う
し
た
共
同
の
目
的
を
も
っ
た
上
行
合
の
村
人
は
、
礼

儀
作
法
が
身
に
つ
い
て
、
当
時
は
や
っ
て
い
た
博
打
に
も
手
を
出

さ
な
い
な
ど
、
他
の
村
と
は
異
な
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
の
だ
そ
う

で
す
。

Ｑ：

人
形
は
ど
う
や
っ
た
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ：

実
際
の
上
演
は
も
う
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
人
形
は

平
成
一
四
年
の
二
月
に
公
開
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
剥
離
が
み
ら

れ
る
な
ど
状
態
が
悪
い
の
で
、
常
時
展
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
機
会
を
作
っ
て
ご
披
露
す
る
つ
も
り
で
す
の
で
、
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

最も大切にされていた三番叟

女性の人形の表情はなかなか美しい
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会
津
に
と
っ
て
の
戊
辰
戦
争
は
、
市
内
外
か
ら
注
目
の
的
で
す
。
そ
の

た
め
、
歴
史
研
究
の
対
象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
小
説
や
マ
ン
ガ
に
も

数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
戊
辰
戦
争
の
具
体
的
な
知
識

を
共
有
す
る
者
の
増
加
に
は
寄
与
し
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
反
面
、
多
く

の
出
版
物
の
な
か
に
は
過
度
な
脚
色
を
施
し
た
も
の
も
現
れ
、
客
観
的
な

事
実
が
不
明
確
に
な
っ
て
き
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
企
画
展
の
第

一
の
目
的
は
、
会
津
を
越
え
て
当

県
内
に
お
け
る
戊
辰
戦
争
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

を
で
き
う
る
限
り
正
確
に
描
き
出

し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
代
の
会
津
に
と
っ
て

の
戊
辰
戦
争
は
、
敗
者
に
付
随
す

る
苦
難
の
道
の
り
や
観
光
資
源
と

し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
当

地
域
で
生
き
る
人
々
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
に
ま
で
影
響
を

及
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
本
企
画
展
の
第
二
の
目

的
と
し
て
、
近
代
・
現
代
の
会
津

と
戊
辰
戦
争
と
の
関
わ
り
を
、
時

間
を
追
っ
て
描
き
出
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

戊
辰
戦
争
と
い
ま

◎
春
の
企
画
展
予
告

ト
ピ
ッ
ク
ス

や
さ
し
い
展
示
解
説
会

展
示
室
の
随
所
に
立
っ
て
い
る
職
員
―
―
展
示
解
説
員
に
気
づ

か
れ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
解
説
し
て
い

る
場
面
に
遭
っ
た
り
、
解
説
を
受
け
た
り
、
と
い
う
経
験
の
あ
る

方
は
、
も
し
か
し
た
ら
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
展
示
物
に
つ

い
て
聞
い
て
み
た
い
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
声
に
出
し
て
尋
ね
て

も
良
い
も
の
か
…
。
静
か
な
展
示
室
の
中
で
観
覧
者
の
側
か
ら
質

問
を
す
る
の
は
、
な
か
な
か
に
勇
気
の
い
る
も
の
だ
、
と
い
う
ご

意
見
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
毎
週
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
『
や
さ
し
い
展
示

解
説
会
』
に
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

も
っ
と
気
軽
に
、
多
く
の
方
に
展
示
物
に
親
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
、
こ
の
春
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
展
示
解
説
員
に
よ
る
『
や

さ
し
い
展
示
解
説
会
』。
こ
れ
ま
で
約
半
年
の
あ
い
だ
開
催
し
た

中
で
は
、「
展
示
の
意
図
を
改
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
歴
史
と
い
う
共
通
の
話
題
を
楽
し
め
た
」
な
ど
、
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

常
設
展
総
合
展
示
室
を
、一
時
間
ほ
ど
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

「
原
始
」
か
ら
「
近
現
代
」「
自
然
と
人
間
」
の
コ
ー
ナ
ー
ま
で
通

し
て
展
示
解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
部
分
的
に
聞
け
れ
ば
良
い

の
だ
け
れ
ど
と
い
う
方
も
、
気
兼
ね
な
く
途
中
参
加
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
解
説
で
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
展

示
物
に
つ
い
て
の
質
問
も
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
小
さ
い
お

子
さ
ん
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
ご
説

明
し
ま
す
。

休
日
の
ひ
と
と
き
、
歴
史
に
ふ
れ
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
展
示
室
担
当
の
展
示
解
説
員
は
、
ご
観
覧
の
皆
さ
ん

か
ら
の
質
問
に
随
時
お
答
え
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

（
展
示
解
説
員
　
佐
藤
亜
希
子
）

錦絵「官軍勝利会津落城」（当館蔵）

解
説
会
の
様
子

■
春
の
企
画
展
《
戊
辰
戦
争
と
い
ま
》
は
平
成
一
六
年
四
月
一
七
日
（
土
）
か
ら
六
月
一
三
日
（
日
）
ま
で



「
祈
り
と
願
い
」

会
期
　
一
二
月
二
日（
火
）か
ら
一
月
二
五
日（
日
）ま
で

「
定
信
サ
ロ
ン
―
松
平
定
信
と
周
辺
の
人
々
―
」

会
期
　
二
月
三
日（
火
）か
ら
三
月
二
八
日（
日
）ま
で

◎
美
術
講
座

「
福
島
の
仏
像
34
」

講
師
　
当
館
学
芸
課
長
　
若
林
　
繁

日
時
　
一
月
一
七
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
暮
ら
し
の
中
の
美
術
7
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
川
延
安
直
・
小
林
め
ぐ
み

日
時
　
二
月
一
一
日（
水
祝
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
暮
ら
し
の
中
の
美
術
8
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
川
延
安
直
・
小
林
め
ぐ
み

日
時
　
三
月
一
〇
日（
水
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
総
合
講
座

「
シ
リ
ー
ズ
若
松
城
を
歩
く
8鶴

ヶ
城
と
稲
荷
信
仰
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
佐
々
木
長
生

日
時
　
一
月
二
五
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
民
俗
講
座

「
シ
リ
ー
ズ
衣
の
民
俗
1

福
島
の
衣
と
生
活
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
佐
々
木
長
生

日
時
　
二
月
一
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
シ
リ
ー
ズ
衣
の
民
俗
2

裁
縫
の
民
俗
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
榎
　
陽
介

日
時
　
二
月
八
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
シ
リ
ー
ズ
衣
の
民
俗
3

衣
の
南
と
北
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
佐
治
　
靖

日
時
　
二
月
一
五
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
シ
リ
ー
ズ
衣
の
民
俗
4

衣
の
近
代
化
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
猪
巻
　
恵

日
時
　
二
月
二
二
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
体
験
講
座

「
わ
ら
ぞ
う
り
を
つ
く
ろ
う
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
技
術
伝
承
者
　
鈴
木
幸
雄
さ
ん

日
時
　
二
月
七
日（
土
）午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

「
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
当
館
展
示
解
説
員

日
時
　
三
月
一
三
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
歴
史
講
座

「
昭
和
の
あ
そ
び
・
く
ら
し
」（
実
技
）
要
申
込

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
南
雲
　
修

日
時
　
三
月
七
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
や
さ
し
い
展
示
解
説
会

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
の
案
内
で
す
。
六
〇

分
程
度
。

一
月

一
一
日（
日
）・
一
八
日（
日
）・
二
五
日（
日
）

二
月

一
日（
日
）・
八
日（
日
）・
一
五
日（
日
）・

二
二
日（
日
）・
二
九
日（
日
）

三
月

七
日（
日
）・
一
四
日（
日
）・
二
一
日（
日
）・

二
八
日（
日
）

＊
毎
週
日
曜
日
午
前
一
〇
時
半
か
ら
で
す
。

＊
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
博
物
館
ニ
ュ

ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
、
い
つ
で
も
常
設
展
が

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
引
率
者
は
事
前
（
一
週
間

前
）
の
減
免
申
請
が
必
要
で
す
。

年
末
年
始

一
二
月
二
八
日（
日
）〜
一
月
五
日（
月
）

一
月

一
三
日（
火
）・
一
九
日（
月
）・
二
六
日（
月
）

二
月

二
日（
月
）・
九
日（
月
）・
一
二
日（
木
）・

一
六
日（
月
）・
二
三
日（
月
）

三
月

一
日（
月
）・
八
日（
月
）・
一
五
日（
月
）・

二
二
日（
月
）・
二
九
日（
月
）

8

常
設
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」
テ
ー
マ
展
示

講
演
・
講
座
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